
健
康
百
科　
　

◆
選
者
・
椎
名
恒
治

●
投
稿
先
・
森
田
貞
子
（
富
士
見
市
水
子
４
８

８
３

－

１
・

268

－

５
３
７
０
）

※
投
稿
者
は
電
話
番
号
を
明
記

◎
原
稿
募
集
中
…
●
ア
イ
ド
ル
●
こ
ん
に
ち
は
！ 

サ
ー
ク
ル
等 

お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３５４-

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保 

１
１
０
０
番
地
１
三
芳
町
役
場 

秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係

２５８-

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）　

　
　
　

  

２７４-

１
０
５
４

●
投
稿
先
・
林　

保　
（
三
芳
町
上
富
６
６
６

－

４
１
７
９
）

※ 

投
稿
は
官
製
は
が
き
に
楷
書
の
こ
と
、
電
話

番
号
を
明
記
し

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

夏
椿
静
け
さ
保
ち
散
る
刹
那
見
届
け
ま
し
た
夕
べ
の
庭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾　

慶
子

公
園
の
火
縄
銃
の
実
演
に
広
場
で
は
太
鼓
の
演
技
共
に
と
ど
ろ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布
川　

明
男

店
先
の
水
鉢
に
あ
り
浮
き
草
の
淡
き
む
ら
さ
き
一
株
求
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉　
　

郁
子

あ
ら
く
さ
の
茂
み
に
咲
け
る
姫
百
合
に
君
を
思
ひ
て
近
寄
り
て
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

正
雄

母
若
く
わ
れ
は
幼
き
遠
き
日
に
摘
み
し
野
苺
今
も
忘
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤　

歌
野

大
き
な
る
ガ
ラ
ス
の
器
に
活
け
た
り
し
真
紅
の
薔
薇
に
一
瞬
息
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　

貞
子

孫
た
ち
の
始
め
し
空
手
は
や
半
年
帯
は
黄
色
に
て
初
の
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
川
日
出
子

メ
モ
し
た
る
一
枚
の
紙
見
当
ら
ず
認
知
症
か
と
戸
惑
ふ
吾
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
村
理
恵
子

巫
女
の
振
る
鈴
は
こ
れ
だ
よ
と
手
の
ひ
ら
に
宮
司
乗
す
小を

が

た

ま

賀
玉
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
重
倉
シ
ズ
エ

食
べ
た
ら
ば
手
を
煩
は
す
と
気
遣
へ
る
母
の
遠
慮
を
わ
れ
ら
淋
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

悦
子

【
選
評
】
夏
椿
、
野
苺
、
姫
百
合
、
水
草
等
と
夏
は
移
り
こ
の
号
が
出
る
こ
ろ

は
秋
草
の
季
節
。
し
か
し
生
活
の
も
ろ
も
ろ
は
変
わ
ら
な
い
。
移
り
ゆ
く
も

の
と
変
化
な
く
つ
づ
く
日
常
と
、
ど
ち
ら
も
大
切
に
歌
い
た
い
。（
椎
名
恒
治
）

藤
久
保
在
住

　
　

冨
田
花か

な菜
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　

平
成

年
３
月
１
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
父
・
勉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
母
・
由
美
）

　

お
外
で
遊
ぶ
の
大
好
き
★

毎
日
公
園
で
遊
ん
で
い
る
よ
。

よ
ろ
し
く
ね
！

北
永
井
在
住

　
　

星
野
友ゆ

う
り里
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　

平
成

年
３
月
５
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
父
・
太
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
母
・
美
雪
）

　

お
散
歩
大
好
き
友
里
で
す
！

寝
言
で
「
く
っ
く
」
っ
て
言
っ
ち
ゃ
っ
た
★

み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ね
！

ア
イ
ド
ル
の
原
稿
を
募
集
中
…
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
…
三
芳
町
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
３
１
１
）

　

人
は
常
に
多
く
の
ス
ト
レ
ス
を

受
け
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

適
度
な
ス
ト
レ
ス
を
バ
ネ
に
し
て
、

さ
ら
に
能
力
を
発
揮
で
き
る
場
合

も
あ
る
一
方
、
心
や
体
に
大
き
な

負
担
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
は
気
が
つ
か
な
い
う
ち

に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

こ
こ
ろ
が
疲
れ
き
っ
て
し
ま
う
前

に
…

　

自
分
の
ス
ト
レ
ス
要
因
を
冷
静

に
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

ぞ
れ
の
感
じ
る
ス
ト
レ
ス
に
応
じ

た
対
処
が
必
要
で
す
。

　

毎
日
の
小
さ
な
苛
立
ち
ご
と
に

は
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ジ
ャ
ー
、
趣
味

な
ど
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
が
有
効

で
す
。

　

ま
た
、
友
人
・
仲
間
・
家
族
な

ど
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
る
人
間
関

係
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

話
を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
不

安
が
解
消
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
気
持
ち
が
晴
れ
な
い
…

や
る
気
が
出
な
い
…

●
早
い
段
階
で
の
気
づ
き
が
重
要

で
す
。

●
不
眠
や
不
安
が
主
な
最
初
の
サ

イ
ン
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
気

軽
に
相
談
を
！

●
「
小
さ
な
ミ
ス
が
続
く
」
「
い

つ
も
は
楽
し
い
は
ず
の
こ
と
が
楽

し
く
な
い
」
な
ど
も
こ
こ
ろ
が
疲

れ
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。

※
心
配
や
過
労
、
ス
ト
レ
ス
が
続

い
た
り
、
孤
立
感
が
強
く
な
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
う
つ
病
に
か
か

り
や
す
い
と
い
え
ま
す
。
う
つ
病

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
び
ま

し
ょ
う
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
回
復
へ
の
近
道
で
す
。

（
埼
玉
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
発
行
「
こ
こ
ろ
、
元
気
で
す

か
？
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
一
部

抜
粋
）

《
精
神
保
健
に
関
す
る

　
　

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
》

・ 

三
芳
町
精
神
障
害
者
小
規
模
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

274

３
４
７
２　

　
　

・
埼
玉
県
所
沢
保
健
所　

　
　
　

　

04

２
９
０
３

１
７
７
７

・ 

埼
玉
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

　

048

７
２
３

１
１
１
１

「
こ
こ
ろ
、
元
気
で
す
か
？
」

〜
９
月

日
か
ら
９
月

日
は
「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す
〜

み ん な の 広 場（ ） （ ）み ん な の 広 場

こんにちは ! サークル　　ボーイスカウト三芳団

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
三
芳
団

　

各
年
齢
層
に
応
じ
た
４
隊
に
分

か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。（
ビ
ー

バ
ー
隊
：
小
学
入
学
前
か
ら
小
学
２

年
。
カ
ブ
隊
：
小
学
２
年
か
ら
５
年
。

ボ
ー
イ
隊
：
小
学
５
年
か
ら
中
学
３

年
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
：
中
学
３
年
か

ら
20
歳
未
満
。）

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
独
自
の
教
育
制

度
で
あ
る
、
進
歩
制
度
と
班
制
度
に

よ
る
集
団
行
動
、
野
外
活
動
に
、
町

の
自
然
や
地
域
性
を
盛
り
込
ん
だ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
青
少
年
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

各
隊
と
も
10
月
上
進
を
控
え
、
現

在
会
員
募
集
中
で
す
。
こ
の
秋
か
ら
、

お
子
さ
ん
の
更
な
る
体
験
と
成
長
を

お
考
え
の
父
母
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

小
平　

259
ー
３
３
６
９

鷺
草
（
さ
ぎ
そ
う
）

　

蘭
科
、
ミ
ズ
ト
ン
ボ
属
。
湿
地
に
生
え
、
地

中
に
球
根
を
作
る
多
年
草
。
約
15
〜
40
セ
ン
チ

の
茎
の
先
に
直
径
３
セ
ン
チ
ほ
ど
の
２
、
３
個

の
花
を
付
け
、
鷺
が
羽
根
を
ひ
ろ
げ
た
よ
う
な

形
の
花
。
日
本
固
有
の
植
物
で
あ
る
。
（
写
真

は
、
北
永
井
の
山
田
さ
ん
の
お
宅
で
育
て
ら
れ

た
鷺
草
）

展
示
ス
ロ
ー
プ
案
内

あ
な
た
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

展
示
ス
ロ
ー
プ
で
は
当
館
の
利
用
者
登
録
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

無
料
で
約
1
ヶ
月
間
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…
三
芳
町
文
化
会
館
（
コ
ピ
ス
み
よ
し
）

２
５
９

３
２
１
１

青
島
広
志
の　
　
　

  
な
コ
ン
サ
ー
ト

　

Ｔ
Ｖ
「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」
で
お
な
じ
み
の
青
島
広
志
。

誰
も
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
好
き
に
な
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

【
公
演
日
】　

11
月
8
日

　
　

開
演　

午
後
２
時　

　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

【
会　

場
】　

三
芳
町
文
化
会
館

【
入
場
料
】　
　

　
　

全
席
指
定　

２

９
８
０
円

【
窓
口
発
売
】　

９
月
11
日

【
電
話
受
付
】　

９
月
16
日

愉
快

第
６
回　

の
ど
じ
ま
ん

　

【
公
演
日
】　

10
月
12
日

　
　

開
演　

午
後
２
時　

 

　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

【
会　

場
】　

三
芳
町
文
化
会
館 

【
入
場
料
】　

　
　

全
席
自
由  

１

０
０
０
円　

ゲスト　山本 リンダ

日
食
は
宇
宙
の
ド
ラ
マ
夏
終
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
田　

如
春

珍
客
に
苛
立
つ
蠅
の
一
匹
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷　
　

武

廃
屋
敷
主
な
き
庭
に
百
合
白
し　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

針
田　

　

晃

風
鈴
や
留
守
ま
か
さ
れ
て
老
独
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
ひ
で
お

窓
越
し
の
隣
を
隠
す
八
月
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佃　
　

浩
子

夏
ま
つ
り
息
子
も
笛
吹
き
仲
間
入
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

長
吉

定
年
の
田
舎
住
ま
い
や
草
茂
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉　

か
ね

縁
側
の
居
並
ぶ
子
等
へ
西
瓜
切
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
崎　

栄
子

八
月
や
祈
る
阿
闍
梨
の
山
野
駆
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
引　

李
知

八
月
や
あ
の
日
の
記
憶
天
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

瀞

さ
ざ
波
や
夏
終
り
け
る
夜
の
海　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

益
夫

流
行
の
水
着
競
っ
て
海
水
浴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
ふ
み
子

き
の
う
今
日
か
す
か
に
聞
ゆ
秋
の
声　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

登
坂　

喜
子

湯
上
り
の
ビ
ー
ル
で
生
気
蘇
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
田　

秀
雄

賑
や
か
や
流
し
そ
う
め
ん
舌
鼓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井　

静
壷

友
訪
へ
ば
門
に
こ
ぼ
る
る
凌
霄
花　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
田　

照
子

日
焼
け
子
を
待
ち
て
作
り
し
握
り
飯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

南
子

露
草
を
摘
む
孫
指
先
青
く
染
め　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
谷　

和
巳

老
い
て
尚
な
つ
か
し
き
か
な
母
子
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
野　

澄
江

古
住
居
の
雨
戸
に
鳴
け
り
蝉
寂
し　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

室
山　

陽
子


